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1. 平成30年3月期の連結業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 7,970 △9.3 △44 ― △109 ― △806 ―

29年3月期 8,791 △1.2 △27 ― △72 ― △149 ―

（注）包括利益 30年3月期　　△793百万円 （―％） 29年3月期　　△136百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 △83.97 ― △63.7 △1.4 △0.6

29年3月期 △15.52 ― △8.8 △0.9 △0.3

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 ―百万円 29年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 7,028 840 12.0 87.50

29年3月期 8,409 1,691 20.1 176.16

（参考） 自己資本 30年3月期 840百万円 29年3月期 1,691百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 △404 668 △242 654

29年3月期 235 △30 49 632

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00 115 ― 0.3

30年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

31年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,627 △9.7 13 ― 13 ― 22 ― 2.34

通期 7,790 △2.3 249 ― 250 ― 186 ― 19.40



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 11,856,669 株 29年3月期 11,856,669 株

② 期末自己株式数 30年3月期 2,252,936 株 29年3月期 2,252,557 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 9,603,955 株 29年3月期 9,604,170 株

（参考）個別業績の概要

1. 平成30年3月期の個別業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 7,959 △9.3 △110 ― △144 ― △821 ―

29年3月期 8,778 △1.2 △89 ― △102 ― △160 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年3月期 △85.51 ―

29年3月期 △16.68 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 6,868 700 10.2 72.91

29年3月期 8,274 1,580 19.1 164.60

（参考） 自己資本 30年3月期 700百万円 29年3月期 1,580百万円

2. 平成31年 3月期の個別業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,623 △9.7 △15 ― 14 ― 31 ― 3.31

通期 7,778 △2.3 183 ― 215 ― 171 ― 17.82

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現在当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条
件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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株式会社ショクブン 

（東証・名証２部） 

平成３０年３月期 決算短信（発表資料の要約） 

 

当社の平成３０年３月期 決算につきまして、配布の決算短信のとおり発表させていただきます。 

 

１．業績について 

 イ 当連結会計年度及び当事業年度の業績 

 （連結） （個別） 

  前年度比  前年度比 

売 上 高 ７９億７０百万円 ９０．７％ ７９億５９百万円 ９０．７％ 

営 業 損 失 △４４百万円 ―％ △１億１０百万円 ―％ 

経 常 損 失 △１億９百万円 ―％ △１億４４百万円 ―％ 

当 期 純 損 失 △８億６百万円 ―％ △８億２１百万円  ―％ 
１株当たり当期純損失 △８３円９７銭  △８５円５１銭  

（注）当社の連結対象子会社は、株式会社食文化研究所と事業食サービス株式会社の２社であります。 

①  売上高は７９億７０百万円になり、当期売上高は前期に比べ９．３％減少しました。個人消費につい

ては、先行き不透明感もあり概ね横這い傾向にて推移し、決して楽観できない状況が続いております。 

このような状況下において、当社グループは、全社員が基本に立ち返って経営体制全般に渡って見直しを

図っております。 

②   経常損失は１億９百万円（前年度は７２百万円の経常損失）となりました。作業の見直しを行い、効

率化することで、製造に係るコストを削減したことに加え、経営資源の効率化を図るため東京支社を閉鎖し

たことにより、販売費及び一般管理費も減少しました。しかしながら、台風や長雨の影響による野菜の仕入

価格高騰に伴い、売上原価率は６２．７％と前年度の６１．６％に比べて１．１ポイント増加したことによ

るものです。 

③    親会社株主に帰属する当期純損失は８億６百万円（前年度は１億４９百万円の親会社株主に帰属す

る当期純損失）となりました。これは、支社の閉鎖や収益性の低下に伴い本社・支社・工場において

減損損失９億４７百万円を計上したことによるものです。 

 
 ロ 翌連結会計年度および翌事業年度の業績予想 

 （連結） （個別） 

第２四半期累計期間  前年同期比  前年同期比 

売 上 高 ３６億２７百万円 ９０．３％ ３６億２３百万円 ９０．３％ 

営 業 利 益 １３百万円 ―％ △１５百万円 ―％ 

経 常 利 益 １３百万円 ―％ １４百万円 ―％ 

当 期 純 利 益 ２２百万円 ―％ ３１百万円 ―％ 

通 期  前年度比  前年度比 

売 上 高 ７７億９０百万円 ９７．７％ ７７億７８百万円 ９７．７％ 

営 業 利 益 ２億４９百万円 ―％ １億８３百万円 ―％ 

経 常 利 益 ２億５０百万円 ―％ ２億１５百万円 ―％ 

当 期 純 利 益 １億８６百万円 ―％ １億７１百万円 ―％ 
１株当たり当期純利益 １９円４０銭  １７円８２銭  

（注）△は損失を示しております。 

 

 

 

 

 

 



 

２．株主還元策について 

 イ 配当金 

当期 当期の期末配当につきましては、誠に遺憾ながら無配とさせていただきたい

と存じます。株主の皆様には深くお詫び申し上げますとともに何卒ご理解賜り

ますようお願い申し上げます。 

なお、次期以降一日も早く復配できる体制を整え、株主の皆様のご期待に沿

うよう努力する所存であります。 

次期予定 無配とさせていただきます。 

ロ 株主優待策 

 従来、毎年３月３１日及び９月３０日現在の当社株式１千株以上所有の株主様に対し、半期８千円（通

期１６千円）相当の自社製品を進呈しておりましたが、当期は親会社株主に帰属する当期純損失となるた

め、検討を重ねました結果、平成30年３月末以降当面における株主優待の実施を見送らせていただく

ことといたしました。 

 

今後も株主様への利益還元が当社の最重要事項であると認識し、早期の業績回復に努め、企業価値

の向上に全力を尽くしてまいりますので、株主の皆様には誠に申し訳ございませんが、事情ご賢察の

うえ、何卒ご理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 
３．財政状態について 
 財政状態は、決算短信２ページ「１．経営成績等の概況（２）当期の財政状態の概況」に記載のとおり
であります。 
 自己資本比率は、前期末の２０．１％から１２％になりました。この主な理由は、利益剰余金の減少に
伴い純資産が８億４０百万円に減少したことによるものです。 
 
４．設備投資について 

当期 設備金額 １億６百万円 主なものは 

土地                       ４７百万円 

リース資産                    ４６百万円 

 減価償却費 １億７９百万円 

次期予想 設備金額 

 

５０百万円 主なものは   

設備更新等                    ３０百万円 

リース資産                    ２０百万円 

 減価償却費 １億円 

 
５．今後の見通しについて 

今後の見通しにつきましては、企業収益及び雇用・所得環境が改善するなど、引き続き緩やかに回復してい

くことが期待されております。その一方で個人消費については、先行き不透明感もあり、決して楽観出来る状況

ではありません。 

 このような状況の下、当社はいかなる環境にも対応できる企業にすべく経営体制全般の見直しを図ります。当

社グループは、個人客向け宅配システムを強化し、売上高の増加を推進していくとともに、不採算である事業所

の改善、製造コストの見直しを行うことで、利益の増加を図ってまいります。 

 

以上の結果、次期（平成３１年３月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高７７億９０百万円（前

期比２.３％減）、営業利益２億４９百万円（前年度は４４百万円の営業損失）、経常利益２億５０百万円

（前年度は１億９百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する当期純利益１億８６百万円（前年度は８億

６百万円の親会社株主に帰属する当期純損失）を見込んでおります。 

              
 以  上 




